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資料１～３についての説明

1．小山市地域医療推進基本計画の１次評価について
資料１～３は、小山市地域医療推進基本計画に掲載されている事業が適正かつ円滑に実施されているか、各事業担当課がそれぞれ点検を行い1次評価(自己評価)したものとなります。

2．各評価値について
１次評価(自己評価)では、各事業担当(主担当部署)が関連部署等と調整を図りながら事業計画に対する事業実績を踏まえ、｢事業の達成度｣及び｢事業の方向性｣について評価を行いました。
(1) 事業の達成度
各事業の進捗については、年度の事業計画に対する事業実績(実施した事業数や数値目標等の達成状況)で評価を行います。評価については下表のとおりです。
【事業の達成度】
	評　価
	達成状況

	５
	事業計画に掲げた目標を達成した
	ほぼ100％

	
	(期待した成果を得た)
	

	４
	事業計画に掲げた目標を概ね達成した
	75％程度

	
	(概ね期待した成果を得た)
	

	３
	事業計画に掲げた目標を半分程度達成した
	50％程度

	
	(半分程度の成果に終わった)
	

	２
	目標達成に向けて動いた
	25％程度

	
	(現時点では、顕著な成果がみられない)
	

	１
	ほとんど手をつけていない
	ほぼ0％

	
	(ほとんど施策が進んでいない)
	



(2) 事業の方向性
計画を推進する上での課題を認識し、事業達成度の評価を行った上で、今後の事業の方向性について評価を行います。評価については下表のとおりです。
【事業の方向性】
	評　価
	考え方

	Ａ
	拡大
	実施している事業について、今後は拡大が望ましい

	Ｂ
	継続
	実施している事業について、今後も継続が望ましい

	Ｃ
	見直し(継続)
	実施している事業について、今後は拡大も縮小もしないが、やり方等の見直しが必要

	Ｄ
	縮小
	実施している事業について、今後は縮小が望ましい

	Ｅ
	休止・廃止
	実施している事業について、今後は休止又は廃止が望ましい

	Ｆ
	事業達成による終了
	実施している事業については、事業が終了した



３　成果指標について
　成果指標は、基本目標ごとに設定されています。令和3年3月末時点の現状値が入力されています。やむを得ない事情により現状値が把握できない場合は、｢未把握｣等で表示しています。
令和4年度の目標値は令和元年度の中間評価により、必要なものについては見直しをしています。
成果指標の達成度が60％未満の指標については、網掛けとし、令和元年度の数値と比較しています。

４　取組み施策について
　自己評価の達成度が３未満の取組みについては、黒枠（太線）で囲っています。
　
５　その他　評価の流れについて(年次評価)
　計画に対する事業評価の流れは、下表のとおりです。

	担当部署
	●計画の評価(１次評価)
各課と調整を図りながら、事業の評価を実施
【評価の視点】事業の達成度・事業の方向性



	地域医療
推進委員会
	●計画の点検・評価(２次評価)
評価を行う事業を選定し、事業の評価を行うとともに事業に対する評価及びコメントをいただく
【評価の視点】事業に対するコメント




評価結果を公表
事業の評価結果を市ホームページ等で公表する
事業の見直し
必要に応じて事業等の見直しを行う





事業実施





